
Power point2013/2016/2019を使⽤して
プレゼンテーションを録画する⽅法



音声について

①USB接続タイプのマイクをUSBポートに接続するか
マイク付き4極ミニピンをミニピン端子に接続してください。
(上記の物がある方で構いません）

②外部又は内蔵マイクのレベルを調整します
タスクバーの音声マークを右クリックし【サウンド設定を開く】を押してください。



①入力デバイスが外付または内蔵マイクの
どちらかを選択してください。

②マイクのテストで入力レベルが確認できます。

※レベルが低い場合や大きい場合は
【デバイスのプロパティ】から調整できます。



ボリュームでレベルの調整を行ってください

ボリュームが100にしても
小さい場合は
マイクブーストで上げてください



メニューバーのファイルを開きます

動画作成について



エクスポートを開きます



ビデオの作成を開きます



①フルHD(1080p）を選択してください

②タイミングとナレーションの記録を選択して下さい
（選択すると記録画面に移行します）

※記録を始める際は、使用しないスライドがありましたら
必ず非表示設定にするか、消去してください。
途中で記録の停止をしても、残りのスライドが自動送りで
自動的に記録させてしまいますのでお気をつけください。



記録をクリックで
録画がスタートされます

記録終了は
最後のページで停止を
クリックして下さい。

再生をクリックで記録の
確認が行えます。

クリアをクリックで
・選択しているスライドの
記録をクリア

・全スライドの記録を
クリア

を選んで記録を消すことが
出来ます。

デフォルトでは、
内蔵カメラがオンになっている
場合があります。
カメラマークを選択して
いただくとON/OFF
の切り替えが可能です。

マイクのマークは
マイクのON/OFFの
切り替えになります。



記録が終了すると、自動的に
『記録されたタイミングとナレーションを使用する』
が選択されます。

動画にする記録が録れましたら、ビデオの作成を選択してください。



保存ファイルの種類は『MPEG4ビデオ』を選択してください。
ビデオの保存先を選択し、保存をしていただくとビデオが作成されます。


